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第一章 緒 言

結核 ノ臓器病攣分布 二關 シ、病理解剖テ基礎 ト

スル統計的観察 ノ主ナル者 ハNaegeli,Schlen-

ker,Beitzke,Lubarseh,大 野、内山、山口、

田原、前田氏等 ノ調査 テ始 トシ、肺結核 二關 シ

テハ卒野、徐氏等、肋膜炎二關 シテハ永松、倉

島、頑田氏等、結核性磯膜炎二關 シテハWan-

genheim,三 浦、橋本氏等,急 性粟粒結核症 二關

シテハ 且artwisch氏 ニ シテ爾臨躰的基礎 ノ下

二於ケル調査 二到 リテハ枚岩二逞 アラズ。其極

メテ概要 トスル所ハ本誌第13巻 第4號 二於 テ

著者 ノー人卒塚ガ綜設セ シ所ナリ。既二綜説 二

於 テモ記述セル如 ク各臓器テ主 トスル分布状態

二關スル調査 ハ各地方二於 テ詳細ナル報告 アル

モ之テ逐齢的二調査 セル者少 シ。 コ・二於テ余

等ハ本教室二於 テ得 タル最近10年 間二於ケル

剖検屍中 ヨリ肉眼的二結核性病攣明カナル場合

テ結核屍 ト認 メ逐齢的二之テ観察 セリ。先ヅ結

核屍 ノ観察 二當 リ結核 性攣化 ノ程度.iSil.ハ分布領

域等 ノ關係 二糠 リテー定 ノ範園二納 メ得ザルヤ

ニ關 シ調査 セリ。文献 二櫨 レバ結核病攣 ノ占居

部位的關係二由 リテー定 ノ臓器的分類 テ施 シタ

ルハ田原、櫻木、Schubertkarl氏 等ニシテ他

ノ學者 ノ多 クハ重症中等症輕症等 ノ程度又ハ進

行姓結核、 陳奮性結核等 ノ性状的關係 ヨリ論

ゼシ者ナリ。 コ・二於テ余等ハ病壁 ノ程度又ハ

性錦犬的關係 二立脚 セズ シテ結核性痩化 ノ占居部

位ラ主 トナシ次 ノ7型 テ假 二分類 セリ。帥チ

1.肺 結核型 重症中等症輕症著 シクハ増殖型

滲出型硬化型等 ラ論 ゼズ肺二於 ケル結核性病璽

著明ニシテ他臓器 ノ病攣ハ之二比 シ極 メテ軽症

若 シクハ績褒性ナル事明カナル揚合。

丑.腸 結核型 原褒性腸結核若シクハ原蛋性叉

ハ績蛋性ナルカ不明ナル揚合 二於 テモ腸間膜淋

巴腺結核拉 二腹膜 ノ炎症性愛化著明ニシテ他臓

器 ノ病攣極 メテ輕症ナル揚合。

皿.肺 及陽結核型 肺結核型及腸結核型 ノ混合

型。

IV.漿 膜結核型 腹膜肋膜心嚢磯膜等 二於 ケル

漿膜系統 ノ攣化 テ主艦 トシ肺腸其他 ノ内臓結核

皆無若 シクハ輕症ナル揚合。

V.急 性粟粒結核型 全身諸臓器 二梢 丸李等ナ

ル粟粒結核 テ登現セ シ場合。

VI.臓 器結核型 泌尿生殖器磯骨關節結核 テ圭

禮 トスル場合。 ●

V皿.全 身結核型(混合型)肺 及腸結核、漿膜結

核、臓器結核等 ノ種 々ナル配合 二於 テ全身的二

廣汎ナル分布状態 テ示セル揚合。

以上 ノ分類ハ臓器病攣分布 ノ占居部位的關係 ヨ



316 不塚・佐藤・山下 昌納核屍 ノ臓 器病塑分布 昌關スル続 計的親察 【第14巻

リ出磯 セル者 ニテ病璽 ノ程度 昌非ザルテ以 テ初

期磯化群以 トノ壁化ハ何 レカノ分類 ∴加へ得 ラ

ルベ シ。即 チ円癌 ノ屍艘 二於 テ右」二葉 二陳窩性

結核竈 アリタル場合ハ肺結核型 二算入セラルガ

如 シ。

爾如上ノ分類 ノ外 門結核屍 ラ逐齢的 二観察 セシ

賭家 ノ醗 ラ募照 シ14歳 迄ラ小見期、15-25歳

ラ青年期b26-r50歳 ラ中年期,51歳 以上 テ老

齢期 卜昌分類 シ、各期 二於 ケル痢型的観察 ラナ

セリ。

第二章 結核屍ノ逐齢的槻察

ノ

如 何 ナ ル者 ラ結 核 屍 ト認 メ シヤ ニ ヨ リ統 計 上大

ナ ル相 違 ラ來 入 事 タ ル ヤ 自明 ノ理 ナ リ。 既 二

Naegeliノ 如 キ ハ 瞥通 ノ剖 検 記 事 二 於 テ 加齢

車堅微 ナル結 室亥性 病 壁 ノ閑 却 セ ラ レ タル テ指 乎商シ

H.全 身 諸部 殊 二淋 巴腺 テ細 切 シ幽 微 ナ ル結 核 竈

二到 ル迄 検 出 二勉 メ タル結 果 、30歳 以 上 ノ成 人

二於 テハ 凡 ソ其 全 屍 数 二於 テ身 禮 ノ何 慮 ニ カ、

結 核 テ認 メザ ル ナ シ トシ、 術 其 目的 ラ以 テ ス ル

ト否 トニ ヨ リ結 核罹 患 百 分 卒 二於 テ97%ト40

%ト ノ差 アル ラ見 タ リ トセ リ。

余 等 ハ結 核 屍 ノ條 件 トシテ先 ヅ死 因 ラ結 核 性 病

攣 二基 因 シ得 べ4キ場 合 テ圭 眼 トシ死 因 ラ他 二求

ムベ キ場 合 ニ ア リテ モ結核 性 病 慶 明 カ ニ シテ初

期 壁 化 群 以 上 ノ病攣 タ ル場 合 ハ 之 テ結 核 屍 ト認

メ調 査 材 料 トセ リ。 而 シテ初 期 攣 化 群 ノ部 分 症

候 タル肺 門部 乃 至腸 間膜 淋 巴腺 結 核 ノ ミニテ他

ノ憂 化 テ認 メザ ル如 キ場 合 ハ余 等 ノ剖 検 屍 ノ多

数 ノ場 合 二認 メ タ ル テ以 テー 切 除 外 シ剖 検 上 結

第1表 結核屍ノ頻度表

1性
解剖
屍薮

一一一 　『　

結核
屍倣 頻 度

小 見 期

(14歳 以 下)

舎 105 23 21.9%

♀ 79 27 34.1%

計 184 50 27.1%

青 年 期

(15-25歳)

♂ 171 83 48.5%

♀ 110 57 52.7%

計 281 140 50.1%

中 年 期

(26-50歳)

♂ 355 77 21.6%

♀ 235 39 10.9%

計 590 116 19.6%

老 齢 期

(51歳 以 上)

♂ 235 23 9.7%

♀ 120 10 8.3%

計 355 33 9.2%

総計 1480 349 23.6%

核 性 慶 化 ニ テ什 レタ ル屍 艦 ハ如何 ナ ル像 テ呈 ス

ル モ ノナ リヤ ノ大 艦 ノ観 察 二止 ノ タ リ。

以 上 ノ條 件 ノ 下 二 解 剖屍1480例(♂751例 ♀

729例)二 就 テ 見 ル ー=結核 屍 ノ逐 齢 的 拉 二性 的

頻 度 ノ1醐係 ハ第1表 ノ如 シ。

余 等 ノ調 査 一=vaル=全 結 核 屍(349例 》ハ全 解 剖

屍(1480例)二 封 シ23.6%ニ シテNaegeEi(79.9

%)、Schlenker(66%)sBeitzke(51.4%)b

Lubarsch(60.6%)b藤 浪(41・0%)、 卒 野 、徐

(43.4%♪ 、 田原(41.074%)b山 口(32.2%)、

沓 掛(48.3%)、 倉 島、幅 田(48.7%)、 内 山(47.5

%)、 木 村(.男)(48.9%)、 前 田(34.03%)、 永

松(34%)氏 等 ノ何 レ ノ成 績 ヨ リモ低 李 ニ シテ大

野(27.1%)、 岡村(24.5%)氏 等 ノ ソ レニ極 メ

テ接 近 セル教 字 ラ示 セ リ。

次 二各 期 二於 ケノセ頻 度 テ見 ルニ 小見 期 二於 ケ ル

結 核 屍(50例)ハ 同期 解 剖 屍(184例)二 封 シ27.1

%ニ シテBurkhardt(40.0%)、Harbitz(41.0

%)佐 藤(36.85%)、 甲斐(44.28%)、 木 村(男)

(45.75%)氏 等 ヨ リ低 ク、 田原(28%)、Ipsen

(27.4%)氏 等 ノ成績 ニー 致 シ、Lubarsch(17.1

%)、Beitzke(13.6%)、 且and(11.2%)、 大 野

(17.6%)氏 等 ノ成 績 二 優 レ リ。 青 年 期 結 核 ハ

50.1%、 中年 期 結 核 ハ19.6%、 老 齢 期 結 核 ハ

9・2%ニ シテ青 年 期 以 上 即 チ14歳 以 上 ラ成 人 期

結 核 トス レバ成 人期 結 核 屍(289例)ハ 成 人 解 剖

屍(1296例)二 封 シ22.3%二 相 當 ス。 而 シテ

Lubarsch(16歳 以 上62.4%)、Naegeli(18歳

以 上90.0%)、 沓 掛(18歳 以 上56.1%)、 倉 島、

幅 田(21歳 以 上48.9%)、 大 野(30%)、 田原

(45.4%)氏 等 ノ何 レ ノ成 績 ヨ リモ少 歎 ナ リ。 此

相 違 ハ恐 ラ ク前 述 ノ如 ク結 核 屍 ト認 メ タル條 件
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ニモ嫁 ル事多大 ナルベシト思考ス。

次 二全結核屍349例 ノ年齢的性的頻度 ノ關係ハ

次表 ノ如 シ。

第2表 結核屍年齢的性的頻度表

年 齢 ♂ 辛 計 各期結
核屍数

全結核屍
二封 スル

頻、度

小見期
1-6歳 14

-

9『
40『
42

-

37
-

30
-

10

15
-

12
-

36
-

21一

里
13

-

4

29
-

21
一 一

36
-

63
-

59
-

43

50 14.3%一

7-14歳

青年期
15-20歳

139 40.1%一

21-25歳

中年期

26-30歳

126 36.1%
一一
31--40歳

41-50歳

一
14

老齢期 51歳 以上 薦 一1一万 33 33 9.4%

上表 二櫨 リ結核 屍 ノ年 齢 的頻 度 ハ 青年 期 ノ前 牛

15-20歳 二最 モ多 ク後 牛21-25歳 之 二次 ギ 中

年 期 ノ26-30歳 、31-40歳 、 小 見 期 ノ前 牛1

一一7esノ 順 ナ リ
。 男 子又 ハ女 子 二於 テモ稽 ㌃同

様 ノ關係 ヲ・認 ムル モ男 子 ハ青 年期 ノ後 牛21-25

歳 、女子 ハ青 年 期 ノ前 ・ド15-20歳 二於 テ最 モ多

敷 二認 メ タ リ。 全 般 トシテハツ}子(215例)ハ 女

子(134例)ヨ リ多 シ。 文 獣 二徴 スル ニ大 野 氏 ハ

19-20歳 、 倉 島 、 幅 田氏 等 ハ11-20歳 、 今 氏

ハ17--20歳 、111口 氏 ハ19-21歳 、前 田氏 ハ20

年 代 、田原 氏 ハ16-30歳 ・一・:・lilモ多 ク認 メ タ リ ト

シ、 余 等 モ亦15-30歳 一 多 ク就 中15-20歳 乱

最 モ多 シ ト言 ハ ン トス。 山 口氏 ハ男 性 二於 テハ

21-24歳 二多 ク 女性 二於 テハ15-19歳 二多 シ

トセ リ。 余 等 ノ成績 モ亦稽 、同様 ナ リ。 次 二各

期 二於 ケ ル結 核 屍 ノ全結 核 屍 二封 ス ル頻 度 ハ小

見 期14.3%、 青 年 期40.1%、 中年 期36・1%、

老 齢 期9.4%ニ シテ青年 期 最 モ多 ク中年 期 之 二

次 ギ小見 期 老 齢 期 ノ順 ナ リ。

第三章 結核屍ノ病型的観察

第 一節 肺 結核 型

肺二於ケル重症中等症輕症等 ノ程度又ハ檜殖、

滲出、硬化型等 ノ性状 テ論ゼズ結核性病攣著明

ニ シテ他臓器 ノ病髪ハ之二比 シテ極 メテ輕度若

シクハ績登性病愛ナル事明カナル者即チ喉頭叉

ハ腸管 ノ結核性髪化 ノ程度又ハ分布 ノ輕度ナル

者ハ績登性 ト思考 シテコノ病型二包含セシメタ

リ。其概要ハ第3表 ノ如 シ。表中、結節状結核

ノ意味ハ粟粒結核結節及種々ノ大サノ集成結核

一 シテ増殖性限局性結核竈 ナ リ。

第一項 小見期

1-6歳 二於テハ男見5例 、女見8例 ナ リ。

男見ハ 各例共結節状結核 テ認 メ室洞化ハ1例

(20%)ノ 左肺二認メタルノミ。然ルニ乾酪性肺

炎ハ2例(40%)ノ 雨肺 二認 メタリ。其他喉頭腸

管肝脾 二極 メテ輕微 ノ髪化テ認 メタリ。而 シテ

稽 ≧著 シキi愛化ハ淋巴腺結核 ニシテ就中肺門部

淋巴腺 ノ腫脹 ハ各例共顯著 ナリ。

女見ハ8例 中5例 ハ雨肺二結節状結核 テ認ムル

モ室洞化2i・左肺2例(25%)、 右肺1例(12・5%)

ノ£。然 ルニ乾酪性肺炎ハ左肺3例(37・5%)・

右肺4例(50%)二 認メタリ。其他腸管漿膜腎二

輕微 ノ攣化テ認 メタリ。而 シテ淋巴腺結核就中

肺門部淋巴腺 ノ腫脹ハ8例 中6例 二於 テ特二顯

著ナリ。

7-14歳 二於 テハ男見4例 女見7例 ナリ。

男見ハ各例共、結節状結核 テ認 メ室洞化ハ雨肺

二於テ2例(50%1宛 認 メ乾酪性肺炎ノ・雨肺二於

テ1例(25%)ノ ミナリ。其他腸管漿膜腎肝脾一

輕微 ノ攣化テ認 メタリ。而 シテ淋巴腺結核就中

肺門部淋巴腺 ノ腫脹 ハ4例 中2例 二於 テ特 二顯

著ナリ。

女見ハ各例共結節状結核 ラ認 メ空洞化ハ左肺4

例(75・1%)右 肺3例(42.8%)乾 酪性肺炎ハ雨肺

二於テ各々1例(14.2%)宛 ナリ.其 他腸管漿膜

腎肝脾二輕微 ノ攣化テ認 メタリ。而 シテ淋巴腺

結核就中肺門部淋巴腺3例 、腸管膜淋巴腺1例

ノ腫脹ハ特二顯著ナ リ。

要之小見期二於テ肺二於ケル結節状結核乾酪性

肺炎乃至室洞化テ圭 トスル結核型テ認 メ1-6

歳 二於 テハ男女見共乾酪性肺炎ハ室洞性憂化 ヨ

リ著明、7-14歳 二於 テハ 男女共室洞性攣化 ハ
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乾酪性璽化 ヨリ

著明ナリ。淋巴

腺結核ハ何 レモ

著明ナルモ特 一

肺門部淋巴腺 ノ

腫脹ハ1-6歳

一特 一顯著 ナ

リ。

第二項

青 年 期

15-20歳 二於テ

ハ男子22例 女

子13例 ナリ。男

子ハ22例 中左

肺21例 右肺20

例二於 テ結節状

結核 テ認 メ室洞

化ハ左肺 二於テ

12例(54.5%)

右肺11例(50%)

乾酪性肺炎ハ左

肺9例(40.9%》

右肺7例(31.8

%)ナ リ、他臓

器 ノ憂化 ト・シ

テハ盲腸部結核

性潰瘍ハ14例

(63.6%》 肋膜 ノ

髪 化 ハ左側14

例右側16例 、増

殖型腹膜炎ハ6

例ニ シテ何 レモ

程度績登性ナル

事明カナ リ。

女子ハ全例 二於

テ結節状結核 テ

認 メ室洞化ハ左

肺10例(76・9

%》 右 肺9例

(69.2%》、乾酪性肺炎ハ左肺4例(30.7%》 右肺

2例(15.3%)ナ リ。他臓器 ノ慶化 トシテ廻腸 ノ

結核性潰瘍10例 、盲腸部潰傷5例 、肋膜炎ハ雨

側10例 、滲出型腹膜炎3例 、tRnl型腹膜炎1例

ニ シテ極メテ軽度 ナリ。

21-25歳 二於テハ男子20例 女子5例 ナ リ。男

子ハ20例 中繭側共17例 二於 テ結節状結核 テ認

メ室洞化 ハ左側12例(60%)右 側14例(70%》

乾酪性肺炎ハ左側 二於テ4例(20%》 右側2例

(10%》 ナ リ。尚右肺二於テ石灰硬化テ認 メタル

者1例 、他臓器 ノ痩化 トシテハ直腸部潰瘍10例

廻腸潰瘍8例 室腸潰瘍6例 雨側肋膜 ノ結核性幾

化15例 二認 メタルモ何 レモ軽度績褒性 ナル事

明カナリ。

女子ハ5例 共雨側 二結節歌結核 テ認メ室洞化ハ

左側4例(80%)右 側2例(40%)、 乾酪性肺炎ハ

左側1例(20%)右 側1例(20%)ナ リ。而 シテ

各例共廻腸盲腸部拉 二肋膜 二軽微 ノ結核性髪化

テ認メタリ。

要之青年期 二於 ケル肺結核型ハ男子ハ女子 ヨリ

モ著 シク多数 ニシテ其多クハ肋膜炎テ合併 ス.

而 シテ15-20歳 二於 ケル男子ハ乾酪性肺炎室

洞化ハ稽 ヒ同数ナルモ女子二於 テハ室洞化著 シ

ク多 ク、21-25歳 ノ男子ハ室洞化ハ乾酪性肺炎

二比較 シテ著 シク多数ナルモ女子ハ更 二著明ニ

テ概 シテ左側 ラ侵 サレ進行性破壌機韓 ノ顯著ナ

ルテ認 メシム。

第三項 中年期

26-30歳1二 於 テハ男子23例 女子11例 ナリ。

男子ハ23例 共結節歌結核 テ認 メ室洞化 ハ 左側

12例(52.1%)右 側14例(60.8%)、 乾酪性肺炎

ハ左側6例(26%)右 側10例(43.4%)ナ リ。他

臓器 ノ髪化 トシテハ殆 ド全数二於テ肋膜炎テ認

メ 盲腸部潰瘍14例 廻腸室腸潰瘍 各8例 喉頭結

核6例 ナ リ。

女子ハ11例 共結節,ik結核テ認メ室洞化ハ雨側

共8例 宛(72.7%)乾 酪性肺炎 ハ 雨側共4例

(36.1%)ナ リ。肋膜炎ハ10例 二認 メ盲腸部潰

瘍ハ9例 ナリ。
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31-40歳 二方全テ ハ リ}子19{列 女f8{列 ナ リの 男

子 ハ梢 亙全 数 二於 テ結 節状 結 核 ラ認 メ空 洞 化 ハ

左 側12例(63.1%)右 側14例(37.6%)、 乾酪 性

肺 炎 ハ左 側6例(31.5%)右 側4例(21%)ナ リfi

而 シテ其全 部 二於 テ雨lllll肋膜 炎 ヲ合 併 シ盲腸 部

12例 廻 腸4例 大 腸4例 ノ 結 核 性 償傷 テ 随 作 セ

リfi

女 チ ハ全 倣 二於 テ結 節状 結 核 テ認 メ塞 洞 化 ハ左

側5例(62.5%)右 側4例(50%)乾 酪 性 肺 炎 ・・

左 側5例(62.5%)右 側1例(12.5%)ナ リ。 而

シテ全 例 二於 テ雨側 肋膜 炎 ラ認 メ廻 盲部 債 瘍2

例 限 局 性 腹膜 炎5例 廣汎 性 塘 殖 性 腹 膜 炎1例 ノ

併 騒 ヲ見 タ リ。

41-50歳 二於 テ ハ 男子9{列 女 子3例 ナ リ。 男

子 ハ 各例 共 結 節状 結核 ラ認 メ室 洞 化 ハ左 側3例

(50%)右 側5例(83.3%)、 乾 酪 性 肺 炎 ハ 左 側

ニ ナ ク右 側 二5例(83.3%)認 メ タ リ.而 シテ喉

頭 結 核2例 盲腸 部 潰瘍3例 雨側 肋膜 炎5例 廣 汎

性 檜 殖 性 腹膜 炎5例 ノ併 毅 テ見 タ リ。

女 子 二於 テハ梢 丸全 数 二於 テ結 節 状 結 核 テ認 メ

同 時 二室 洞 性 憂 化 モ認 メ タル モ 乾酪 性 肺 炎 ハ左

側 ニ ナ ク右 側2例(66.6%)二 認 メタ リ。而 シテ

雨 側 肋 膜 炎 全 数 盲 腸 部 潰瘍1例 檜 殖 型 腹 膜 炎1

例 ノ併 嚢 テ認 メタ リ。

要 之 中年 期 二於 ケ ル肺結 核 型 ハ男 子 ハ女 子 ヨ リ

著 シク多数 ナ リ。 而 シテ26-40歳 二於 テ 男 子

女 子 共 室 洞 化 ハ乾 酪 性 肺 炎 ヨ リ多 シ。41-50歳

二於 テハ男 子 女 子共 左 側 ニハ 乾酪 性 肺 炎 ナ ク室

洞 化 ノ ミ右 側 ニ ハ雨 種 憂 化 ラ均 等 二認 メ タ リ。

第 四 項 老 齢期

50歳 以上 二於 テ男 子17例 女子7例 ヲ認 メ 癌 腫

其 他 ノ死 因 ニ ヨ リテfトレタ ル者 男子7例 女 子3

例 ナ リ.即 チ約 其 牛 数 ハ肺 二於 ケル結 核 性 墜 化

著 明 ニ シテ漿 膜 拉 二腸 管 内 ノ攣 化梢 嵐認 云ベ キ

者 アル ニ關 ラズ結 核 性慶 化 以外 ノ死 因 ニ テ什 レ

タ ル者 ナ リ。

男 子17例 中結 節 状 結 核 ハ左 側13例(76.4%)右

側15例(88.2%)、 室 洞 化 ハ左 側5例(29.3%

右 側6例(35.2%)、 乾 酪 性 肺 炎 ハ左 側7例(41.1

%)右 側4例(23.5%),石 灰化硬化ハ爾側共3

例(17.6%)ナ リ.而 シテ盲腸部潰瘍6例 雨側

肋膜炎14例 」曾殖型腹膜炎2例 滲出型腹膜炎2

例 ラ併搬 セリ。

女子7例 中結節状結核ハ左側6例 右側5例 室洞

化ハ左側4例(57.1%)右 側2例(28。5%)乾 酪

性肺炎ハノ`側2例(28.5%)右 側 ニハ認 メズ。石

灰化硬化ハ左側一於 テ1例 テ認ム。而 シテ腸管

ノ結核性澱瘍拉漿膜結核 ノ{芹褒 ラ少数例二於 テ

認 メタリ。

要之老齢期二於ケル肺結核型ハ男子ハ女子 ヨリ

著 シク多数ナリ。而 シテ雨肺全葉二於 テ病髪 ヲ

認 ノザル者 アリ。室洞化乾酪性肺炎ハ著 シク少

ク屋 ヒ石灰化硬化テ謹 シ特二男子二著明ナ リ.

第 二節 腸 結核 型

腸管二於テ初感染 テ認メタル場合二病理解剖的

一ハ腸管二於ケル結核性攣化顯著ナル場合及腸

二潰瘍テ残サズシテ腸間膜淋巴腺 ノ結核性髪化

強 クシテ所謂腹膜 ノ結核性攣化強キ場合 ラ思考

シ得ベキモ後者ハ余等 ノ分類二採 レバ漿膜結核

型二罵スベキテ以テ暫 ク措キ腸 二結核性髪化最

モ張 キ結核屍 テ網羅 スルコト・ス。其概要ハ第

4表 ノ如 シ。

4表 二示 ス如 ク本型二屡 スベキ症例ハ小見期5

例青年期8例 中年期5例 即 チ18例 ニシテ 老齢

期二認 メズ。

第一項 小見期

1-6歳 二於 テ5歳6歳 ノ女子 ナリ。何 レモ盲腸

部潰瘍著明ニシテ廻腸室腸二波及 スルモ大腸 二

認メズ穿孔セル者ナシ。雨者共雨肺 二輕度ナル

結節状結核 テ認 メ1例 ニテハ右側腎膀胱輪尿管

二結核性憂化テ認 メタルモ何 レモ輕症 ニテ績嚢

性攣化ナル事明カナリ。

7-14歳 二於 テ男見 ハ8歳1例 女見ハ9歳13歳

各々1例 二認 メ何 レモ盲腸部 ノ慶化最モ著明ニ

シテ廻腸室腸之二次 ギ大腸最モ輕度ナ リ。他臓

器 ノ憂化 トシテ肺 二於テ結節状結核、磯膜、膀

肱 輸尿管 二於 テ結核性漿化ラ認 ノタル者 アル

モ何 レモ輕度ナ リ。即チ是等 ノ症例 ハ腸管ニ ノ
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ミ結核性璽化弧 クシテ他臓器二全 ク慶化 ラ峡 ク

ト言 フニ非ザルモ其病麺 ノ程度 ヨザ1三トシテ腸

管 ノ結核性慶化ヲ主要塑化 トシ他臓器 ノ痩化ハ

繊 疲性 ノ壁化 ト兄倣ステ得ベ シ。

第二項 青年期

15-20歳 ノ間'・'方全テ男1{列 女5{列 ニシテイ可レ

モ盲腸部 ノ結核性壁化最 モ顧著昌 シテ廻腸空腸

大腸之二次 ゲリ。肺二於 ケル漿化ハ軽度3例 侵

サレザル者2例 漿膜殊 二肋膜;ハ 何 レモ限局性

又ハ陳茜性結核竈 ヲ認 メシムルノこ。腹膜 ハ限

局性1例 檜殖型1例 滲出型軽度2例 唯1例 二於

テ磯實質二陳薔性結核拉二胸腺周固淋巴腺 ノ乾

酪化二陥 リタル者 アリタルモ何 レモ陳藷ニシテ

腸管 二於 ケル結核性慶化ガ最モ顯著ナリ。其他

腸管膜淋巴腺 ノ乾酪性愛化著明ナル者4例 ア

リ。

21-25歳 ノ間二於 テ.男子2例 ノミ。何 レモ盲腸

部 ノ愛化最モ著明一シテ廻腸空腸之二次 ギ大腸

ニハ認メズ。肺二於テ1例 ハ雨側肺尖 二結核結

節 テ認 ムル外所見ナシ。漿膜 二於テ雨側肋膜1

例増殖滲出性腹膜炎1例 滲出型1例 ナリ。

第三項 中年期

26-30歳 ノ間二於 テ男子1例 、女子2例 、31-

40歳 ノ間二於 テ男子1例 ニシテ何 レモ 盲腸部

ノ攣化張 クシテ大腸廻腸空腸之二次 ギ檜殖型又

ハ滲出型 ノ腹膜炎テ件 ヒリ。又何 レモ腸間膜淋

巴腺 ノ腫脹著明ナリ。41-50歳 ノ間二於 ケル男

子二於テハ盲腸部 ノ愛化顯著ニシテ廻腸穿孔 シ

壇殖型腹膜炎テ登セル場合ニシテ他臓器 二全 ク

慶化 テ認 メザ リキ。

要之腸二於ケル結核性漿化彊 ク肺 ノ憂化ハ輕度

又ハ漿膜結核ハ績褒性慶化ナル事明カナル病型

テ認メ5歳 ノ女子 ヨリ40年 代二於テ18例 即 チ

全結核屍二封 シ5.1%テ 認 メ恐 ラクハ原褒性腸

結核 タルベキテ肯定セラル可 久 少 ク共死因 ト

シテハ腸結核 テ重要睨ス可キ揚合アル事明ラカ

ナリ。

第三節 肺及腸結核型

結核ノ感染ハ氣道感染 バ ナラズ食物感染稀二

接胸 轟ヨル皮膚感染(比 企氏報告》等 ラ種々ナル

機會昌於 テ獲得 シ得可寿ラ以 テ肺結核型及腸結

核型 ハ況合型 トシテ共存 シ得可 キ可能性 アルモ

最初 ヨリ此雨部位 二略 驚時 ラ同フシテ原螢的 二

感染 セル楊合 ヨリモ原綾性肺結核 ノ成立後肺 ノ

病竈 ヨリニ次的二結核菌 ガ潰化管中二嚥下セラ

レテ感染 セラレタル場合ハ多数ナル可 シ。勿論

之 ト同時 二漿膜結核又ハ臓器結核 ノ混合型モア

リ得ベキモ是等ハ全身結核型 トシテ別 二論ズペ

キテ以 テコ ・・一ハ肺及腸 ノ結核性髪化 ガ著明ナ

ル場合 ラ肺及腸結核型 トシテ記述 スベ シ。

其概要ハ第5表 ノ如 シ。

5表 二示 ス如 ク此型二鴫 スル症例ハ青年期及中

年期 テ主 トシ小見期老齢期 二認メズ。青年期 二

於テハ15-20歳 ノ間一男子5例 女子7例b21-

25歳 ノ間 二於テ男子6例 女子3例 テ認 メタリ。

各例共肺ニハ室洞化乾酪性肺炎結節状結核等 テ

認 メ肺結核型 トシテノ所見ラ有 シ、腸管二於テ

ハ盲腸部廻腸空腸大腸 二於 ケル結核性潰瘍 ラ認

メ同時二廣汎性檜殖型若 シクハ滲出型 ノ腹膜炎

ラ俘 ヒ腸結核型 トシテノ所見ラ併有 ス。

中年期二於テハ26-30歳 ノ間二於 テ男子1例

女子1例 。31-40歳 ノ間二於 テ男子2例 ニテ

前期 ノ者 卜大差ナシ。

要之剖検上肺結核型拉 二腸結核型 ノ併立 スル如

キ場合ラ認 メ青年期最 モ多 ク中年期 ノ前牛之二

次 ギ小見期老齢期 ニハ認 メズ。而 シテ其頻度ハ

全結核屍 二封 シ7.1%ナ リ。

第 四節 漿膜 結核 型

腹膜肋膜心嚢磯膜等 ノ漿膜 二於 ケル結核性憂化

中磯膜 二來ル場合ハ臨抹上結核性磯膜炎 トシ主

トシテ急性栗粒結核症 ノ・一分症 トシテ來ルガ故

二比較的慢性 ノ経過 テ取 レル症例 テ本項 二於 テ

論ズベ シ。其概要ハ第6表 ノ如 シ。

第一項 小見期

1-6歳 ノ間 二於 テ4歳 男見拉 二10箇 月女見1

例 二認 メ前者ハ小磯弧在結核 テ有 シ結核性磯膜

炎 テ起セル者ニシテ磯膜結核 テ認 メラレ他臓器

二憂化ナシ。後者ハ雨側肋膜拉二著明ナル心嚢
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炎ラ起 シタル場合ニテ肺腸ご病璽 ノ認 メラレザ

リシ場合ナ リ。

7-14歳 ノ間二於テ8歳 男見拉二10歳 女見ニシ

テ前者ハ軽徴 ナル肺 ノ愛化ラ有 スルモ檜殖型腹

膜炎拉 二肋膜炎 ノ所見テ認 メ後者ハ右肺 二軽微

ナル結核 アリテ磯膜炎テ起 シ購膜結核 ノ所兇顯

著 ナル場合ナリ。

第二項 青年期

15-20歳 二於 テハ男子6例.女 子7例 ナリ。是

等 ノ症例中女子2例 ハ顯著ナル腹膜結核拉二腸

管二軽度 ノ愛化 アリタル外他臓器 二愛化テ認 メ

ザルモ其他 ノ例 ニアリテハ肺腸腎肝脾二多少 ノ

結核性髪化ラ認 メタリ。男子6例 中肋膜腹膜5

風 肋膜腹膜心嚢1例 ノ配合テ示 シ、女子7例

中腹膜 ノミ2例 肋膜腹膜4例 心褒(絨 毛心、肋膜

腹膜1例 腹膜肋膜1例 ニシテ漿膜中最モ多 ク愛

化ラ來 スハ腹膜ニシテ増殖著明ナル腹膜結核 ト

シテノ所見ラ認ムルモ稀 二心嚢二於 テ所謂絨毛

心 トシテ ノ所見 テ認ムル者 アリ。

21-25叢 二於テハ男子10例 、女子4例 ナリ。

肺及腸腎肝脾 ノ髪化ハ極 メテ軽度 ナルモ認 メ全

ク之 テ訣 ク者ハ男子二於 テハ2例 女子二於 テ1

例 ニテ恐 ラク腸管膜淋巴腺結核 ヨリ原登 セシ揚

合 タルベキヲ思考 セシメラル。而 シテ男子10

例中腹膜肋膜9例 、心嚢肋膜腹膜1例 、女子4

例中腹膜肋膜4例 ニシテ其多 クハ腹膜 ノ増殖性

髪化顕著ナリ。

第三項 中年期

26-30歳 二於テハ男子3例 、女子2例 ニシテ男

子女子共 二腹膜肋膜二於ケル髪化ナリ。

31-40歳 二於 テハ男子3例 、女子3例 ニシテ男

子ハ3例 共腹膜肋膜、女子 ノ2例 ハ腹膜肋膜、

1例 ハ腹膜肋膜謄膜 二於 ケル髪化ナリ。

41-50歳 二於 テハ男子2例 ノミニシテ1例 ハ

腹膜肋膜 二於 ケル漿膜結核拉 二肝結核著明ナ

リ。他 ノ1例 ハ雨側肋膜拉 二心嚢結核著明 ナ

リ.而 シテ輕度 ナル肺結核拉 二屡 ㌃著明ナル腸

間膜淋巴腺結核 テ認 メ タ ル外他臓器 二著愛ナ

シ ●

第四項 老齢期

男子2例 一Zぐ子2例 ニシテ就中男チ1例 二於テ肺

及腸 二璽化ラ有スルモ檜殖滲出著明ナル腹膜結

核拉 二雨側肋膜炎ラ俘 ヒ加 フルニ著明ナル肝結

核 テ呈 セリ。而 シテ其他 ノ3例 ニアリテハ肺腸

ノ璽化ナク肋膜腹膜 ノ愛化 ノこナリ。

要之各期 二於 ケル漿膜結核型 ハ樒敷48例 ニシ

テ全結核屍二封 シ13.7%ナ リ。 而 シテ青年期

27例 中年期13例 小見期老齢期各4例 ・・;・シテ青

年期最モ多 ク且其後牛二於 テ多キガ如 シ。各期

ラ通 ジ腹膜肋膜 二於ケル愛化ハ殆 ド各例二於テ

認メ心獲結核6例 磯膜結核ハ4例 ナ リ。而 シテ

各漿膜二於ケル配合 ノ状態 ハ顯著 ナル心嚢結核

アル揚合ハ肋膜腹膜 ラモ随件スルモ就中肋膜 ノ

合併 テ須要 トスルガ如 シ。暇令小見期前牛ノ女

子中年期末期ノ男子二見 タル如 シ。肋膜腹膜 ハ

多クノ場合共存 シ殊 二腹膜二於テ多 クハ檜殖顕

著 ナル揚合テ認 メ中年期二見ル如 ク腸間膜淋巴

腺結核 ノ顯著 ナル腫脹 ラ認 メタリ。又増殖著明

ナル腹膜結核 二於 テ肝結核著 シキ者2例 テ認 メ

タリ。磯膜結核 ハ比較的少数 ニシテ恐 ラク磯膜

二來ル揚合ハ圭 トシテ急性栗粒結核症 トシテ來

ル場合ニシテ余等 ノ所謂漿膜結核型 トシテハ主

トシテ腹膜テ中心 トシテ隣接漿膜 二於テ逐次結

核性愛化ラ認 メ得ルガ如 シ。

第 五 節 急性 稟粒 結核型

胸管結核、乾酪性淋巴腺、肺内崩壊竃、血管内

膜結核等 ヨリ結核菌 ガ短時 日中二比較的大量 一

血行 二入 リ所謂血行性接種 ラナセル時二全身諸

臓器拉 二漿膜系統 二栗粒結核ラ生 ズル場合テ包

含 シ臨休上屋 亙結核性旙膜炎 トシテ最後 ノ轄鯖

テ示ス者多 ク結核性磯膜炎ハ其一分症 トモ見ナ

スベキ者ナリ。余等 ノ得 タル材料二就テ其所見

ラ第7表 二示スベ シ。

7表 ノ如 ク小見期及青年期 ノ前牛二認 メ中年期

老齢期二認メズ。

1-6畿 二於 テハ男子8例 女子4例 ニシテ各例

共雨肺二於テ栗粒結核ラ有 シ男子8例 中磯膜炎

7例 肋膜炎(左側3例 右側2例)ノ 外 二HS結核2
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例 テ有 シタリ。女子4例 中腹膜炎1例 アリタル

モ磯膜炎ノ所見特 二著明ナル者3例 アリ。

7-14歳 二於テハ男子女子各々1例 ニシテ雨者

共雨肺 二粟粒結核 テ認 メ腹膜二壁化ナカリシモ

片側 ノ肋膜拉 二磯膜 二粟粒結核 ラ認 メタリ。

15-20歳 一於 テ男子3例 女子1例 ニシテ肺肋

膜腹膜拉二腎肝脾 二粟粒結核 テ認メ殊 二隅膜二

於テ著明ナ リ。

20歳 以後 ノ者 二於 テ全身結核 テ有 シ其 止二急

性粟粒結核 テ併黄 シ脳膜 二於ケル壁化著明ナル

モ1ア レドモ全身結核型 二算 入セ,・号以 テ中年

期以後二於テハ定型的 ノ急性粟粒結核型 テ認メ

ズ。之二嫁 リテ本型ハ幼年者二認 メ余等 ノ場合

ハ生後5箇 月 ヨリ謹 シ各例共磯膜 二於 ケル壁化

強 ク所謂三浦.橋 本博士等 ガ13歳 以上ノ者二於

テ拶膜 炎型粟粒結核 ト構 セル所見ニー致 ス。褒

現卒 ・・Hartwisch氏 ノ如 ク2-6歳 ノ者 二多

ク7--14歳 二於 テ漸減 シ15-20歳 二於テ梢1

認 メタリ。

要之急性粟粒結核型 ハ全数18例 一シテ全結核

屍 二封 シ5.1%ニ シテ小見期 二於 テ14例 全歎

二封 シ67.2%青 年期 二於 テ4例22.2%ナ リ。

而 シテ雨肺拉二諸他臓器 二於ケル粟粒結核拉二

漿膜殊 二磯膜 二於 ケル粟粒結核顯著ニシテ臨林

上結核性磯膜炎ノ所見 テ呈 シ所謂磯膜炎型粟粒

結核 ノ所見 テ認ム。

第 六節 臓 器結 核型

Ranke二 稼ルニ結核 ノ初感染 ハ第一期EPチ初

期憂化群 トシテ小見期殊 二2-8歳 二起ル事多

久 第二期即感染セシ個盟 ノ結核菌二封 スル抵

抗力ガ下 リ所謂過敏状態ニヨリテ血行性結核テ

起 ス。即チ個燈 ノ免疫 ガ下降 シ組織 二結核菌ガ

附著 シ易 クナリ血行性散布結核 テ起 ス。第三期

ニハ相封免疫 ガ成立 シ孤立性ノ臓器結核 トナル

ト言 フ。余ハ後述 スル如ク臓器結核ハ初感染部

位 タル肺腸叉ハ其 二績登 セル漿膜系統二於ケル

結核性攣化 ト件 ヒ所謂全身結核型 トシテ認 メラ

ル ・モ是等肺腸漿膜 ノ結核性攣化輕度叉ハ殆 ド

認 メラレズ シテ臓器結核 ノ甚ダ顯著ニシテ屡 ㌃

死 因 タル場 合 ラ認 ム。 之 余 等 ガ殊 二臓 器結 核 型

トシテ ノ病型 テ分 類 セル所 以 ナ リ。 其概 要 ハ第

8表 ノ如 シ。

小 見 期 二於 テ1--6歳 一 ハ 認 メ ズ。7-14歳_

於 テ骨 結核1例 關笛 結 核2例 ナ リ。 右 肺 二於 テ

帷 度 ノ結 核 ア ル者1例 軽 度 ノ肋膜 炎 ヲ認 メ タル

者2例 其 他 二結 核 性 壁 化 ナ シ。

青年 期 二 於 テ15-20歳 二於 テ 雨側 化 膿 性 頸 腺

結 核1例 子 官 卵 巣 楡卵 管 結 核 拉 二増 殖 型 腹 膜 炎

テ俘 フ者1例 ナ リn21-25歳 一 於 テ ハ 骨 結 核

著 明 ニ シテ右 側 膿 胸 ラ件 フ女 子1例 ナ リ。

中年 期 二於 テハ25-30歳 ノ間 二 於 テ 男子1例

磯 骨 關節 結 核 テ件 ヒ、女 子1例 腎 骨結 核 テ認 メ、

31--40歳 二於 テハ 男 子2例 何 レモ 腎 膀 胱 輸尿

管 結 核 、 女 子2例 ハ腎臓 子 宮結 核 テ認 メ、41-

50歳 二認 メズ。老 齢 期 二於 テ骨 結 核1例 ニ シテ

中年 期 以 降 二於 テ ハ肺 及 漿膜 二於 ケル輕 度 ノ攣

化 テ随 件 セ リ。

要 之 臓 器 結 核型 トシ テ7歳 以 降 ノ結 核 屍 二於 テ

14例 自Pチ全 結核 屍 二封 シ4.5%テ 認 メ、 腎、膀

胱(各5例)、 骨 、 關 節 、 輪 尿管(各4例)、 子 宮

(3例)、 卵 集 、 輪 尿 管(各2例)、 磯 、頸 腺(各1

例)ノ 顯 著 ナル結 核 性 髪 化 テ以 テfトレタル症 例

テ認 メ肺 及 漿 膜 二多 少結 核性 攣 化 テ随 件 スル モ

主 要死 因 ハ是 等臓 器 結 核 二糠 ル事 明 カナ ル場 合

ア リ。

第 七節 全身 結核型(混 合 型)

肺結核腸結核漿膜結核蚊二臓器結核等ガ種々ナ

ル配合二於テ褒生 シ臨沐上極 メテ慢性 ノ経過テ

示 ス場合テ全身結核型又ハ混合型 トシテ他 ノ病

型 ヨリ分類スルニ第9表 二示 ス如 キ症例 ラ認ノ

得 タリ。

9表 二示 ス如 ク小見期 二認 メズ。之小見期二於

ケル此型 ノ結核 ハ急性全身粟粒結核 ノ項下二包

括セラレアリナリ。

青年期 二於テ15-20歳 ノ間二於 テ男子3例 女

子1例 ニシテ21--25ttニ アリテハ 男子4例 女

子9例 ナリ。青年期 ノ前牛二於テハ肺結核型漿

膜結核型臓器結核型 ノ混合型2例 、肺結核臓器
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結 核 型 ノ混 合 型2例 、 後'卜一於 テハ肺 結 核型 漿

膜 結 核 型 臓 器結 核 型 ノ混 合 型6例 肺 結 核 型臓 器

結核型 ノ混 合 型7例 、 肺 結 核 型漿 膜 結 核 型 ノ1昆

合 型1例 ナ リ。 從 テ是 惇 ノ秘 化 ハ之 テ全 身結 核

型 ト構 人ル ヨ リモ混 合 型 トtタ ル ノアガ或 ハ1Vl1解

シ易 カル 可 シ ト思 フ.

ili年1明二於 テ ハ26-30歳 ノ 間 二於・テ ハ リ}子8

{列な ゴ・4f列31-401!髭 ノ冊 ・・;・方全テ7;乃・fノ こ3{列

41-50歳 ノ間 二於 テ男f・1,ぐr各1例 ナ リ。44明

ラ通 ジ、 穂 数17例 一 シテ 肺 結 核 型 漿 膜 結 核 型

臓 器 結 核 型 ノ混合 型16例 、肺 結 核 型 臓 器 結 核 型

1混 合 型1例 ニ シテ男 な叉 ハ年 齢 ニ ヨ リテ大 差

ナ シ。

老 齢 期 二於 テハ 男子 ニ ノ ミ4例 認 メ タ リ。 而 シ

テ 肺 結 核 型 漿膜 結 核型 臓器 結 核 型 ノ混 合 型2

例、肺結核型臓器結核型 ノ混合型1例 、肺結核

型漿膜結核型 ノ混合型1例 ナリ。

以上各期 テ通 ジ腸結核 テ認メザルハ青年期17

例巾5例 中年期17例 巾1例 ・.シテ他 ノ多クハ

所調腸結核型又ハ之 二近 キ程度 ノ結核性髪化 ラ

認 メタリ。

要之全身結核型ハ青年期以後 ノ結核屍二於 テ認

メ糖数38例 金結核屍二封 シ10.3%ナ リ、而 シ

テllf'年期 ノ中頃即チ20歳 頃 ヨリ塘数 シ30歳 頃
'
ヨリ漸減 シ青年期 二於 テハ肺結核型漿膜結核型

臓器結核型 ノ混合型拉 二肺結核型臓器結核型 ノ

混合型相伯仲 シ、中年期 二於 テハ毎常肺結核型

漿膜結核型臓器結核型 ノ混合型 ニシテ老齢期 一

於 テモ亦 コノ種 ノ病型最 モ多キガ如 シ。

第四章 繕括及考按

前述 ノ所見テ総括 スル ニ大禮次表二納メ得可

第10表

シ。

結核屍ノ逐齢的病型的頻度表

年 齢 性

「

肺1

結

核1
型

結
核
型

腸P肺 結

及核

腸型

漿結

核

膜型

急結

簑核
1粒 型

臓結

核

器型

核

身型

全結:ム
1

計

1}各 屍 、全 二

劃謬識
小

見

期
一

青

年

期
一

中

年

期

一

老期
齢

1-6歳
♂15 118 14

29

50 14.3%王
工
土
♂

-

i
♂

'一

♀

8 2 ・i4 15
一一

7-14歳
4 1 111 2 9

21
7 2 111 1 12

15-20歳
22 1 5 6 3 3 40

75

139 40.1%
13 5 7 7 1 2 1 35

20 2 6 10 4 42
6421-25歳

5
,

3 4 1 9 22

26-30歳
♂一
♀}
♂

23 1 1 3 1 8 37
59

126 36.1%

11 2 1 2 2 4 22

31--40歳
19 1 2 3 2 3 30

43
♀ 8 3 2 13

41-50歳
♂一

土
工
♀

6 1 2 1 10
14

3 1 4

51歳 以上
17 2 4 23

33 33 9.4%
7 2 1 10

計

舎
一 「一

♀

126 7 14 28 12 5 23 215
(全 結 核 屍349例

・・全 解 剖 屍1480例

二封 シ23.6%ナ リ)

62 11 11 20 6 9 15 134

計 188 18 25 48 18 14 38 1349
全結核屍 二i封シ ,53.8%15.1% 7.1% 13.7% 5.1% 4.5%、10.3%i
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上記 ノ表二糠 リ剖検屍1480例 ヨリ初期慶化群以

上 ノ結核性攣化ラ認 ムル場合ラ結核屍 トスレバ'

349例 即チ23.6%二 於 テ認メ、病壁占居 ノ部位

的關係ニヨリテ大禮7型 二分類 シ得 ラルガ如

シ。勿論症例ニヨリ何 レノ病型二加 フベキカ甚

ダ疑ハ シキ所謂移行型ナキニ非ザルモ大艦肺結

核型、腸結核型、肺及腸結核型、漿膜結核型、

急性粟粒結核型、臓器結核型、全身結核型(混

合型)二 分類 シ得。各病型中最モ多敷二認 メラ

レタルハ肺結核型一 シテ漿膜結核型之二次 ギ全

身結核型、肺及腸結核型、腸結核型、急性粟粒

結核型、臓器結核型 ノ順ナ リ。

肺結核型ハ穂数188例(♂126例 ♀62例)全 結

核屍二封 シ53.6%ニ シテ男子 ハ女子 ヨリ多 ク、

青年期最モ多ク中年期 ノ26-30歳 之二次 ギ小

見期 ノ前牛二於テ乾酪性肺炎多 ク之 ヨリ逐次空

洞化 テ呈セル者多 ク20歳 前後 ノ女子二最モ多

キガ如 シ。老齢期ニテハ陳薔性石灰化硬化ノ傾

向強 ク限局性ニシテ室洞化乾酪性肺炎ハ著 シク

第11表

少敷 ナル 如 シ。 漿 膜 結 核 型 ハ総 数48例(♂28

例 ♀20例)13.7%轟 シテ 青年 期 最 モ多 ク 中年

期 之 二次 ギ腹 膜 ノ塘 殖 性慶 化顯1著 ニ シテ其 多 ク

ハ肋 膜 炎 テ作 ヒ稀 二 心嚢 隅 膜 ノ 結 核 ラ 随 伸 セ

リ。 全 身結 核 型 ハ糖 敷38例(♂23例 ♀15例)

10.8%ニ シテ 青 年 期 ノ後 牛 ヨ リ中年 期 ノ26--

30歳 二於 テ著 明 ナ リ。青 年 期 ニ ハ肺 結 核 型 臓 器

結 核 型 又 ハ是等 病 型 二加 フル ニ漿膜 結 核 型 ラ以

テ シ中 年期 以 後 ハ 毎 常 漿膜 結 核 型 ラ 作 フ 者 多

シ。肺 及 腸結 核 型 ハ縮 数25例(♂14例 ♀11例)

7.1%ニ シテ青年 期 二 多 シ。 腸 結核 型 ハ総 獄18

例(♂7例 ♀11例15.1%ニ シテ 青 年期 ノ前 半

二於 ケ ル女子 二多 シ。急 性粟 粒 結核 型 ハ糖 撒18

例(♂12例 ♀6例)5.1%ニ シテ小見 期 ノ前 牛

最 モ多 ク青 年 期 ノ前 牛 之 二次 グ リ。 臓 器 結核 型

ハ総 数14例(♂5例 ♀9例)4.5%ニ シ テ小 見 期

ノ後 牛 ヨ リ青年 期 及 ピ中年 期 ノ前 牛 二認 メ稀 二

老 齢 期 ニ モ認 メ登 現 ノ頻 度 ニー 定 ノ關 係 ナ シ。

次 二病 型 テ主 トシ逐 齢 的 二総 括 スル ニ次 ノ如 シ

各期 二於 ケル病 型 ノ頻 度表

9

II

♂

♀型核結肺
42†含

n

型 圖 小 見 期1青 年 剃 中 年 期
4842

1小 見期50
151例 二封 シ

48%

1

4

5

♂

♀

計

18

腸結核型

計1　 　　

肺及 腸IA土

同

60

T

10gri-

1

一り

結 核 型 計
　 く　

漿 膜L!1♀1

結 核 型r評r

急性粟粒1!i
l♀i

結 核 型 計

臓 器,iL

徽 型÷1

2

2
同

4

8

一
11

10

9

21

16

脇

同

11

一27

石

5-1一 一 1

青年 期139
例 二封 シ

42.8%

同

5.7%

同

15%

同

19.5%

同

22

70

T
9
～
一
FD

3

8

5

一
13

14i28%1412・8%l

l「司芽隔「等
_1_ 一}

6ク632.19673
　 　 　　 　

全 身 ∠iL・
1¥1

結 核 型 「評

1、1 同

中年期126
例 二封 シ

60.3ク6

同

4.2%

同

3.4%

同

11.2%

同

老

17

7

了

17

2

9
陶
7
4
凸

12.2%

5.5%

「豆 一

4同

16112.7勇 「一'14

4ユ

噌■

i
1

4■

老 齢期33
例 二封 シ
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上記 ノ表一ヨリ各期 二於 ケル病型 ノ頻度ハ各期

結核屍数二封 シ次 ノ如 キ關係 ラ示 シ各期二於 テ

毎常上記各病型 テ認 メシメザル事 ラ認 ム。

一 騰1警iii
肺結核型

漿膜結核型

42.8%

青年期(139例)

肺及腸結核型

全タ結核,隅

腸結核型

急性粟粒結核型

臓器結核型

肺結核型

全均結核型

漿膜結核型中年期(126例)

1
臓器結核型

腸結核型

肺及腸結核型

一 騰
如上 ノ關係ヨリ次 ノ如キ事實テ縮括考按 シ得ベ

シ。

第一項 小見期

小見期 二於テハ肺結核型最モ多 ク急性粟粒結核

型腸結核型之二次 ギ漿膜結核型臓器結核型最モ

少 シ。之小見期二於テハ肺 ノ初感染最モ多キガ

故ニテ急性粟粒結核型就中所謂磯膜炎型粟粒結

核 ノ多キハ初感染後過敏期 二入 リテ血行性播種

テ來 シ易キガタメナルベシ。腸結核型 ノ之二次

ギテ多キ所以ハ肺感染後結核菌 ノ嚥下セラレテ

淋巴装置ノ褒育佳良ナル腸粘膜 テ侵 シ易キガタ

メ トー部又食餌性 二感染 ノ機會多キモ亦多少其

原因タル可 キカ。漿膜結核型 トシテ小見期 二於

テハ磯膜 テ侵 サル・者多ク心嚢肋膜腹膜 ハ比較

的稀有 ナルベ シ。而 シテ磯膜二來ル場合 ノ多 ク

ハ急性全身粟粒結核 ノー分症 トシテ來ル者 ノ如

シ。元來腹部 二於 ケル漿膜結核 ノ原因 ノ多 クハ

19.5%

15.0%

12.5%

5.7%

2.896

2.1%

60.3%

12.7%

11.2%

5.5%

4.2%

3.4%・

72.7%

12.196

12.196

3.0%

腸間膜淋巴腺結核二蹄 スベク該淋巴腺結核 ノ侵

サル ・以前昌於 テ氣管枝淋巴腺結核 ヨリノ淋巴

行性乃至血行性播種 自ヨリ肺又ハ脳 二於 ケル粟

粒結核 テ惹起 スル者 ノ如 シ。次 昌臓器結核型 ト

シテ肺叉ハ染膜二著明ナル礎化ナク軍猫 ニテ例

之骨又ハ關節結核等 ノ病壁 ノこ一テ什 レタル者

少 シ。臨躰 上小兜期二骨開節 ノ稲患翠多 キハ諸

家 ノ報告スル所 ナルモ慢性内臓結核 トシテ所謂

比較的免疫期 トシテ縄過 シ青年期 二到 リ携性髪

化 二什ル ・揚合多キテ以テ本期二是等臓器結核

ノミニテfトル ・者比較的僅少ナル所以 トナ シ得

可 シ。而 シテ本期 二於テハ成人一見ル如キ肺及

腸結核型、全身結核型 テ認 ノズ。之小見 二於テ

ハ抵抗少 ク是等慢性 ノ結核性髪化 テ示 ス以前二

於テ什ル ・ガタメナルベシ。

要之余等 ノ得 タル小見結核屍ハ生後4箇 月 ヨリ

認 メタルテ以テ初感染ハ少 クトモ生後少数 ノ時

日二於 テ可能ナル可 久 肺又ハ腸結核型ハ初感

染病竃又ハ原毅群 ノ蔓延ニヨリ、急性粟粒結核

型、漿膜結核型、臓器結核型ハ初感病竃 ノ血行

性又 ハ淋巴行性播種ニヨリテ惹起 セラル ・者 ナ

ルテ以 テ是等病型 ノ年齢的關係 ヨリ小見期結核

屍 ノ多 クハRanke,Aschoff,緒 方教授等 ノ第

二期 ノ攣化二相當 スル者多 ク就中小見期後期 二

於 テハ第三期慢性内臓結核期 ニー致 スル所見ラ

認 メタリ。

第二項 青年期

青年期 二於 テハ肺結核型最 モ多ク漿膜結核型、

肺及腸結核型、全身結核型 ラ圭 トナシ、腸結核

型、急性粟粒結核型、臓器結核型比較的少数ナ

リ。Puhlハ 小見期 ノ後期 二於 テ慢性内臓結核

多キニ關ハラズ肺結核型 ハ青年期二及 ビ急激二

檜加スル理由テ再感染二蹄セ リ.余 等モ本期二

於ケル肺結核 ノ乾酪性肺炎室洞化ハ主 トシテ肺

尖部又ハ上葉 二多キヨリ初感原登竈 ト關係ナキ

部位 二於テ病慶 テ登現 スル者或ハ再感染 ニヨリ

テ登生 スル者ナ・・ベシト思考 スル者ナ リ。漿膜

結核型 ノ多キ所以 二關 シテハ本期 二及 ピテ腸間

膜淋巴腺結核 ノ内叢性散種 二蹄スベク腹膜肋膜
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結核多 ク稀二心嚢胎膜二併螢 スルモ腹膜最 モ著

明ニシテ壇殖滲出性所見張 シ。肺及腸結核型 ノ

多キハ腸結核 ガ本期 二及 ビ割合 二多 キガ如 ク腸

二於 ケル結核性攣化ガ原畿性又ハ績磯性 タル ト

テ問ハズ多キガ故ナルベ シ。全身結核型 トシテ

肺結核型臓器結核型又ハ之 二加 フルニ漿膜結核

型 テ以 テセルニ種 ノ混合型 テ認 メタルハ小見期

二得 タル臓器結核 ガ完成 シ同時 二再感染ニヨル

肺結核型 テ混合 シ或ハ更 二内黄性二漿膜結核 テ

螢生 セルニヨリ斯 クノ如 キ複雑セル攣化テ惹起

セルニ到ル者 タルベ シ。急性粟粒結核型又ハ臓

器結核型 ノ少 キハ前記 ノ事由ニヨリテ明カナル

如 ク結核 ノ感染 ガ本期二近 ク駿現スルカ若 シク

ハ比較的冤疫強キ場合ナルカノ何 レカナ リシナ

ル ベ シ。

要之青年期二於 ケル病型 ハ圭 トシテRanke,

Aschoff,緒 方教授等 ノ再感染期若 シクハ肺結

核期 ニー致 シ加 フルニ慢性内臓結核期 ニー致ス

ト言 フベ シ。

第三項 中年期

中年期二於 テハ肺結核型、全身結核型、漿膜結

核型テ圭 トナシ臓器結核型、腸結核型、肺及腸

結核型ハ極メテ稀ニシテ急性粟粒結核型ナ シ。

全身結核テ有 シ急性粟粒結核 テ併登 シ就中磯膜

二於ケル所 見著 シキ者 アルモ小見期又ハ青年期

二於ケル者 ト全 ク病攣分布 テ異 ニスルラ以テ全

身結核型二包含セシム。肺結核型 ノ多 キハ再感

染うζハ青年期 二於 ケル病堕 ガ進行・性軸機 ラトリ

タルタメニ シテ空洞化i轡シク塙殖滲出性機韓ラ

トル者多キガ如 シ。全身結核型殊二肺結核型漿

膜結核型臓器結核型ハ混合型多キハ既二青年期

二於テ臓器結核型 二肺結核型 テ併礎 シ更 二内搬

性散種二rl1リ漿膜結核 テ惹起 スル者多キガ故 ナ

ルベシ。叉漿膜結核型ハ腹膜 ノ塘殖性攣化拉 二

肋膜 ノ混合型 多ク心嚢鵬膜ハ極メテ稀 ナリ.即

チ本期 ノ病型 ハ慢性内臓結核期拉 二肺結核期 ゐ

於テ獲得セル病攣 ガ完成 シ瘍性壁化テ來 セル者

多 ク臓器結核型腸結核型肺及腸結核型 ノ多 クハ

他臓器 ノ攣化テ随件 スル揚合多キテ以テ其褒現

僅少ナル如シ。

要之中年期 ノ結核屍 ノ主ナル者ハ肺結核型全身

結核型漿膜結核型ニシテRanke,Aschoff,緒

方教授等 ノ肺結核期又ハ之 ト慢性内臓結核期 ノ

混合型 ニー致ス。

第四項 老齢期

老齢期 二於 テノ・肺結核型全身結核型漿膜結核型

稀 二臓器結核型 テ認メ陳菖性治癒性 ノ憂化強 ノ。

廣汎性 二」曾殖滲出 スル傾向少 シ。而 シテ其多 ク

ハ肺結核型ナルガ如 シ。

以上余等 ノ調査 テ総括考按 シ大膿次章 ノ如キ結

論 テ得 タリ。

第五章 結 論

1.本 教 室 二於 テ 最 近10年 間 二 於 ケ ル結 核 屍

(初期 攣 化 群 以 上 ノ攣 化)ノ・349例(男 子215例

女 子134例)ニ シテ全 解 剖屍1480例 二封 シ23.6

%ナ リ。

2.結 核 屍 テ逐 齢 的 二小 見 期(14歳 以 下)青 年期

(15-25歳)中 年期(26-50歳)老 齢 期(51歳 以

上)二 分 類 スル ニ各 期 二分 類 セ ル 剖 検 屍 撒 二封

シ小見 期 結核 屍 ハ27.1%、 青 年 期 結 核 屍 ハ50・1

%、 中年 期 結核 屍 ハ19.6%、 老 齢 期 結 核 屍 ハ

9.2%ニ シ テ 青年 期 以 後 テ成 人 期 トス レバ成 人

結 核 屍 ハ22.3%ナ リ。

'

3.結 核 屍 テ病 攣 分布 ノ占 居部 位 的 關係 ニ ヨ リ

次 ノ7型 二分 類 シ全 結核 屍 二封 スル比 率 テ示 セ

バ三欠ノ如 シ。

肺結核型(肺 結核及共績獲性攣 化)53.8%

腸結核型(原 號性腸結核及共績獲性愛化)・・5.1%

肺及腸結核型(肺 及腸結核 ノ混合型)… …7.1%

漿膜結核型(腹 膜肋膜心嚢拶膜結核)・… ・・13.7%

急性粟粒結核型(諸 種 内臓粟粒結核)・… ・・5・1%

臓 器結核型(泌 尿生殖器拶骨關節結核)・…4・0%

全 身結核型(肺 腸結核臓器結核漿膜結 核)・・10・8%

4.小 見 期 結 核 屍 ハ 全 結 核 屍 二封 シ14・3%二
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シテ肺 結 核 型(剛U埆 轄9」屍 二封 シ48%)急 性 粟

粒 結 核 型(28ZJ)多 ク、 腸 結 核 型(10%)策 膜 結

核型(8%)臓 器 結 核 型(6%)之 二次 ギ肺 及腸 結

核型 拉 二 全身 結核 型 ラ認 ノ ズ。

5・ 青 年期 結核 屍 ハ 嚇lll核屍 二封 シ40.1%ニ

シテ肺 結 核 型(42.8%)漿 膜 赤、ll核型(19.5%)肺

及 腸 結 核 型(15%)全 身糸1'i核型(12.5%)多 ク、腸

結核 型(5.7%)急 性 粟 粒 結 核 型(2.8Y,C)臓 器 結

核 型(2.19,」)ハ 之 二次 ゲ リ。

6.中 年期 結 核 屍 ハ 全結核 屍 ∴封 シ36.1%ニ

シテ肺 結 核型(60.3%)全 身 結核 型(12.7%)漿

膜 結 核 型(11.2%)多 ク、 臓 器 結 核 型(5.5%)腸

結 核 型(42.0%)肺 及 腸 結 核 型(3.4%)ハ 少数 ニ

シテ急 性 粟粒 結核 型 ラ訣 ケ リ。

7.老 齢期 結核 屍 ハ全 結 核 屍 二封 シ9.4%ニ シ

テ肺 結 核 型(72・7%)最 モ多 ク全 身結 核 型 、漿膜

結 核 型(各12・1%)臓 器 結 核 型(3%)少 数 認 ム

ル モ肺 及 腸 結 核 型 腸 結核 型急 性 粟 粒 結 核 型 ラ認

メ ズ。

8.小 見期 ノ前期(1-6歳 》ハ肺結核型又ハ急

性粟粒結核型多キラ以テRanke,Aschoff,緒 ノァ

教授 ノ第二期過敏期 ニー致 シ後期(7-一一14歳)ハ

特 二臓器結核型 ラ認 ムルーヨリ第三期慢性内臓

結核期 ニー致 λ。

9.青 年期 二於 テハ肺結核型漿膜結核型肺及腸

結核型企身結核型多キテ以 テ第三期肺結核期再

感染期叉ハ慢性内臓結核期 二肺結核期 ノ併螢 セ

ル所兄 テ認 ム。

10.中 年期 二於 テハ肺結核型全身結核型多 ク青

年期 二於 ケル病姥 ノ慢性 山増殖進行 セル所見 ニ

ー致ス。

11.小 見期青年期ハ進行性増殖滲出機轄 テ示 シ

中年期ハ慢性檜殖性機韓 ラ示 シ老齢期ハ陳藷性

治癒陞機轄 ノ傾向多 キガ如 シ。

本稿 テ終ルニ臨 こ恩師木村教授 ノ御指導拉御校

閲 ノ勢 ラ深謝ス。

引用文獣ハ本誌第13巻 第4號 〔結核 ノ臓器分布

二關スル綜設〕二明カナリ。




